
学校番号 205 

平成 31年度 美術科 

 

教科 美術 科目 クラフトデザイン 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 なし 

副教材等 自主教材 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

素材を生かしながら、個性あるデザイン感覚を磨き、美的センスを養う。手作りの持つ味わいを

大切にし、素材に合った技法を学び、実生活に生かす表現を追求する。 

 

２ 学習の到達目標 

美的造形性や機能性を主とする造形のデザインについての理解を深め、表現と鑑賞の能力を高め

る。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への 

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力  c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

クラフトデザインの

創造活動の喜びを味

わい、多様な表現方法

や美術文化に関心を

持ち、主体的に表現や

鑑賞の創造活動に取

り組もうとする。 

感性や想像力を働かせ

て、感じ取ったことや考

えたこと、目的や機能、

美しさなどから主題を

生成し、創造的な表現の

構想を練っている。 

創造的なクラフトデ

ザインの表現をする

ために必要な技能を

身に付け、意図に応

じて、表現方法を工

夫している。 

クラフトデザイン作

品などの表現の工夫

や伝統工芸などを理

解し、そのよさや美

しさを創造的に味わ

っている。 

評
価
方
法 

制作の様子 

ワークシート 

鑑賞活動やグループ

ワークの様子 

ワークシート 

アイデアスケッチ 

制作途中の作品 

作品 

制作途中の作品 

作品 

ワークシート 

発言内容 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

ク
ラ
フ
ト
デ
ザ
イ
ン
で
学
ぶ
こ
と 

【デザインの基礎】 

【鑑賞】 

・オリエンテーション 

クラフトデザインの

生徒作品や参考図録、

資料を鑑賞する。 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:手づくりの良さや材料の特

性、生活と工芸のかかわり

を理解し、美的で機能的な

作品制作の技能と表現力

を身につける意味を理解

する。 

ｄ:作品の良さや表現の工

夫などを感じられるか。 

 

学習活動

の様子 

 

動
物
木
工
パ
ズ
ル
を
作
ろ
う 

【工芸】 【図法、製図】  

【鑑賞】 

・アイデアスケッチ 

「動物」等のテーマに沿

って木工パズルのデ

ザインを考える。 

・製作 

木材立体を使って、図

面に沿って電動糸鋸

機で形を裁断する仕

方を学ぶ。 

・描画 

 アクリル絵の具を使って

着彩し美的効果を発

揮する。 

・相互鑑賞 

 他者の作品を使用して

それぞれの持つ良さや

工夫した点を体感す

る。 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

a: パズルの組合せのデザ

インに工夫が見られる

か。 

 

b:それぞれのピースの形

がテーマに沿っている

か。 

全体の配色に工夫が見

られるか。 

 

c: 材料や用具の特性を生

かし、正確に計画通りに

表現しているか。 

 

d: 作者の意図や表現の工

夫、よさや美しさなどを

感じ取り、生活や社会を

心豊かにする工芸の働

きや作品などついて理

解を深めている 

アイデア 

スケッチ 

 

制作の様

子 

 

制作途中

の作品 

 

完成作品 

 

 

 

 

鑑賞ワーク

シート 

シ
ル
バ
ー
リ
ン
グ
の
制
作 

【工芸】 【図法、製図】  

・アイデアスケッチ 

リングのデザインを

考える。 

 

・リングのデザイン模様

の加工技術を学び、ロ

ウ付け加工方法や研

磨技術を習得する。 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 a:デザイン力を発揮した

表現がなされているか。 

 

b:基本的な技法を生かし、

素材の持つ良さを発揮

しているか。 

 

c:素材の加工技術や研磨

方法を理解したか。 

アイデア 

スケッチ 

 

制作の様

子 

 

制作途中

の作品 

 

完成作品 

 



２
学
期 

陶
芸
「花
器
」の
制
作 

 

【伝統工芸】 【鑑賞】 

・現代作家の陶芸作品を

鑑賞し、機能美や材料

の生かし方、造形力を

学ぶ。 

・アイデアスケッチ 

伝統工芸の持つ美意

識や特性を理解し、独

創性のある立体形体

を追求する。 

・制作 

試作小品の制作。 

陶芸粘土の持つ特性

を生かし陶芸技法を

学び、大作に挑む。 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

a:立体形体に造形性や独創

性があるか。 

b:造形的な良さや美しさ、

空間表現が感じられる

か。 

c:陶芸技法を理解し、工夫が

あるか。計画性を持って

取り組んだか。 

d:作品の持つ造形的よさ

や美しさ、表現の工夫な

どを感じ取り、作品につ

いての理解を深められ

たか。 

アイデアス

ケッチ 

 

制作の様

子 

 

制作途中

の作品 

 

鑑賞活動

の様子や

発言内容 

 

完成作品 

羊
毛
か
ら
フ
ェ
ル
ト
を
つ
く
ろ
う 

 

【工芸】  

【プロダクトデザイン】 

・アイデアスケッチ 

「ポシェット」をテーマ

に美的センスを生か

した実用性のある作

品をつくる。 

・制作 

型紙をもとにメリノ

（羊毛）から、フェル

トに加工されるまで

の工程を学ぶ。 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 a:立体形体に造形性や独

創性があるか。 

 

b:造形的な良さや美しさ、

機能性が感じられるか。 

 

c:羊毛素材が的確にフェ

ルト化されているか。 

色彩配色のセンスが感じ

られるか。 

アイデアス

ケッチ 

 

制作の様

子 

 

制作途中

の作品 

 

完成作品 

レ
ザ
ー
「ケ
ー
ス
」の
制
作 

 

【工芸】  

・アイデアスケッチ 

下絵の制作。作品形

態、図案、配色等を考

える。  

・カービング技法とスタ

ンピングによる、完成

までの手順と加工方

法を学ぶ。 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 a:革の素材の特性を生か

し、デザイン、意匠に独

創性や工夫が見られる

か。 

 

b: 造形的な良さや美しさ、

機能性が感じられるか。 

 

c:技術的に的確な加工処

理が成されているか。 

アイデアス

ケッチ 

 

制作の様

子 

 

制作途中

の作品 

 

完成作品 



３
学
期 

バ
ー
ナ
ー
ワ
ー
ク
で
「と
ん
ぼ
玉
」
を
つ
く
ろ
う 

【工芸】 【鑑賞】 

・色々な作品見本を鑑賞

し、その制作方法、技

法を学ぶ。 

 

・とんぼ玉の制作 

ガラス棒の溶かし方

から作品の完成まで

の制作技術と方法を

学ぶ。 

 

・独自の表現方法を考

え、技術力を磨き、多

彩な作品つくりに挑

む。 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

a:素材の持つ美しさを生

かし造形的な工夫がな

されているか。 

 

b:配色や形体に独創性や

個性が発揮されている

か。 

 

c:技術的に的確な加工処

理が成されているか。 

 

d:作品の持つ造形的よさ

や美しさ、表現の工夫など

を感じ取り、作品について

の理解を深められたか。 

アイデアス

ケッチ 

 

制作の様

子 

 

制作途中

の作品 

 

完成作品 

 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる 


